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’一跡
少
額
寄
付
で
も
．

一
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
被
災
市
民
を
は
じ
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ー
が
満
殿
し
た
こ
と
は
、
こ
の
側
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
藤
ら
れ
て
き

－
ま
し
た
。
災
密
救
援
の
文
化
が
定
耕
し
た
と
い
え
ま
す
。
当
「
し

一
み
ん
払
金
・
こ
う
ぺ
」
は
そ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
、
市
民
が

一鉢醒鍼勘紘辨辨”蓉筆丞牲賄陸い市順輌読峨痙痙耐昨畿
一
い
う
「
一
コ
イ
ン
」
に
よ
る
寄
付
の
文
化
を
定
着
さ
せ
よ
う
と
い

一
一
つ
ね
ら
い
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
阪
神
・
淡
路
大
鰹
災
十

一
年
を
前
に
し
て
、
当
基
金
の
瀞
付
額
は
毎
年
下
降
線
を
た
ど
っ
て

一
い
る
現
状
で
す
。

｜
さ
て
日
本
で
は
、
海
外
と
巡
っ
て
寄
付
文
化
が
あ
ま
り
に
も

一
育
っ
て
い
な
い
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
果
た
し
て
そ
う
で
し
ょ
う

－
か
？
寄
付
額
は
海
外
に
比
べ
て
比
較
に
も
な
ら
な
い
よ
う
で
す
が
、

日
本
で
も
災
護
な
ど
の
緊
急
時
に
お
け
る
寄
付
は
そ
れ
な
り
の
金

額
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
例
え
ば
、
一
九
九
八
年

ト
ル
コ
マ
ル
マ
ラ
海
地
震
の
時
に
は
、
日
本
赤
十
字
も
含
め
て
民

間
の
寄
付
の
総
額
は
二
五
億
円
を
超
え
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
二

○
○
一
年
の
「
九
・
二
」
の
あ
と
も
ほ
ぼ
同
績
の
寄
付
が
染
ま

っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

実
は
国
内
の
災
害
に
対
し
て
も
多
く
の
人
た
ち
が
反
応
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
漉
災
か
ら
十
年
を
前
に
し
て
発
生

し
た
新
潟
中
越
地
震
で
は
、
こ
ん
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

被
災
者
へ
の
直
接
の
寄
付
と
な
る
義
胴
金
で
は
あ
り
ま
す
が
、
あ

る
民
放
テ
レ
ビ
局
が
と
っ
た
手
法
は
、
視
聴
者
が
電
話
で
そ
の
テ

レ
ビ
局
に
義
損
金
の
寄
付
の
申
し
出
を
す
る
と
自
動
的
に
百
円
が

そ
の
テ
レ
ビ
局
に
振
り
込
ま
れ
る
と
い
う
し
く
み
な
の
で
す
⑨
そ

の
一
回
の
電
話
で
何
と
一
億
円
を
越
え
る
義
損
金
が
集
ま
っ
た
の

で
す
か
ら
、
ど
う
も
日
本
に
お
け
る
寄
付
の
文
化
が
育
っ
て
い
な

い
と
い
う
評
価
は
的
を
得
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
集
め
る
側
に
も

っ
と
工
夫
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
次
第
で
す
。

寄
付
を
し
よ
う
と
さ
れ
る
人
た
ち
に
と
っ
て
も
選
択
肢
が
多
い
と

い
う
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
す
。

そ
う
い
え
ば
、
阪
神
・
淡
路
大
漉
災
か
ら
の
学
び
の
一
つ
に

「
多
犠
な
こ
と
の
大
切
さ
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
当
基

金
も
あ
ら
た
め
て
工
夫
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
み
な
さ

ま
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

》鶴鯛、被災地ＮＧＯ協働センター代表村井雅清

アイデア次第で大←一檸な金額症“嘘騨

亀r－

▼
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
々

▽
あ
と
が
き

▼
ぼ
た
ん
の
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
リ
サ
イ
ク
ル
寄
付
蕊
業
に
ご
協
力
を

▼
助
成
金
怖
報
掲
示
板

▽
十
年
目
の
ひ
と
り
ご
と

▽
特
集
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
適
爾
業

▽
少
額
寄
付
で
も
、
ア
イ
デ
ア
次
第
で

大
き
な
金
甑
に
な
る

・
交
流
会
開
催

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
立
場
か
ら

，
派
遣
を
受
け
た
団
体
の
感
想

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
経
験
し
て

衝
鍾巨＿

－１－
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NPO支援アドバイザー事業添って何？

巖Ａ１鰯

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

l丈

饒

一一

いただ

どの実

な
ア
併
得

ﾄﾞパイ

せて．アド

て．市民活

いただくこ

本JMF業は

特別交
神戸

１

１’

＄ 一ヨ
ノ
ノ
伊
〆

土
市
民
団
体
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
交
流
会
開
催
＃

」よ
－
つ
で
、
馴
極
的
な
懲
見
交
換
と
変
流
が
持
た

れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
各
市
民
団
体

が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
申
込
ん
だ
職
騨
や
指
潮
か

ら
学
ん
だ
こ
と
、
派
泄
シ
ス
テ
ム
の
意
溌
な
ど

に
つ
い
て
発
表
し
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
も
今

回
の
体
験
の
峨
果
や
ｎ
分
、
獣
に
と
っ
て
の
窓

味
紳
に
つ
い
て
贈
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
巡
珊
業
の
お
世
話
を

す
る
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
神
戸
市

当
局
の
皆
様
に
臓
鮒
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

神
戸
ま
ち
づ
く
り
研
究
所
と
共
に
手
を
携
え
て
、

こ
れ
か
ら
も
市
民
社
会
の
確
立
の
た
め
に
微
力

を
尽
く
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

去
る
九
月
二
七
日
（
月
）
，
コ
ミ
ス
タ
神
戸

で
「
市
民
活
励
剛
体
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
の
交

流
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
計
三
面
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遮
駆

樂
の
成
果
を
検
証
し
つ
つ
、
今
回
派
遣
対
象
と

な
っ
た
団
体
の
皆
搬
に
お
梨
ま
り
い
た
だ
い
て
、

市
民
団
体
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
淡
方
の
交
流
と
櫛

報
奨
摸
を
図
る
場
を
設
け
る
べ
く
、
交
流
会
を

開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

交
流
会
当
日
は
．
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
忙
な
日
々
の
活
動
に
追
わ
れ
て
、
な
か
な
か

横
の
つ
な
が
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
擬
会
を
得

ら
れ
な
い
皆
艤
に
と
っ
て
絡
好
の
場
に
な
っ
た

榊
柿
惟
馳
釣
Ｘ
川
川
噸
噺
協
働
事
業

【
参
加
団
体
］

神
戸
須
暦
北
お
や
こ
劇
墹

ウ
ィ
メ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
・
こ
う
ぺ

瀦
字
敏
室
ひ
ま
わ
り
の
会

魚
崎
わ
か
ば
サ
ロ
ン

パ
ラ
レ
ル
サ
ポ
ー
ト

中
央
む
つ
み
会

東
灘
地
域
た
す
け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

リ
ー
フ
グ
リ
ー
ン

Ｕ
Ｕ

（
順
不
同
・
敬
称
路
〕

交流会のようす
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．－フ潟＝畠〆欝譜～ご二言一~。

｛
NPOの現場にふれて思うこと

！ 特定非営利活動法人

神戸まちづくり研究所

】}]P務局東末真紀
(NPO支援アドバイザー派適事業コーディネーター）

関しては、現任どの業）iLもそれぞれの立場の主

観に頼られていて、立場違えばその評価は様々。

「進みだしたね」と喜んでいる私たちの評価を

よそに、委託元や全くの第３者からはまだまだ１
と言われている様な気がして、仕方がないけれ
ど残念な気持ちです。
以11111勤めていたNPO界でも、（受益者の)''１立

の評価が牒魎でした。そもそも論で混沌とし、
もう無理！とあきらめていた時に、、１○通代表

川北秀人氏が言った言葉が、私のマネジメント

論に大きく影響しています。

l自分の行ったアプローチの何が、その人を変
えたのか？なぜ自立へのプロセスを歩み始めた
か、僕はそれに興味があるけど、興味ない？ｌ

行政や企業ではできない、評{'11Lづらいニッ

チの部分を担うNPOに、私が勝手に願っている、

鎧も大切にしてほしいエッセンスは、受難者や

社会(地域)の意識の緩やかで騎実な変化に敏感

であること。団体のどのアプローチでその変化

が生まれたのか、日常の現場の出来蕊を一つ一

つ検証し、自覚(認める、成果とする)していく

ことが、団体の評Il1iや団体述醤の支え（マネジ
メント）につながっていくのだと､その脅鱗は

意っています。

「よく看(視)て、よく動き、よく嘘じ、よく共
有せよ。きっと答えは現場に落ちている!」

この事業でご縁があった団体は、どこも資源

の確保にご苦労されていましたが、地域の細や

かなニーズに一生懸命答えている現場の様子は

鞭く、派遡から帰ってくるアドバイザーのほう

に学びが多かったように感じ、出会いに感謝し

ています.

さて、現場で見たNPOは、蛎務局機能のスキ
ルアップヘのニーズは表面化していますが、潜

在的には、特に人材育成やボランティアマネジ
メントなど人材をいかに活用するか、行政、企

業との協働をどう進めるか、事業を評価するた

めに、いかに目標を定めていくかなどの、いわ

ゆるマネジメント分野にニーズがあると感じま

した。しかし、Ｆ１常の業務が忙しいため、マネ

ジメントの鑑礎であるI経､験からの省察/馴爽の

検知が充分仁行え龍後回しになっているのが
現状でした。そのようなM鮒＃を理解した上で、

そのプロセスへの団体の意欲を決して逃さない

こと、派遣で得られた成果を自立の意識にちゃ

んと結びつけることが、私の大きな役割だった
ように思いますｂ

余談になりますが評価の時期なので＿＿コー

ディネーターとしての映題は[脚立をどうＩ噛る

か｣ということでした。総済的な自立は計るこ

とが可能ですが、行動．精神伽に関する1ﾖ立に

ｉ
鍋

・
ノ
ハ
レ
胴
ぱ
Ⅵ
淵
ソ
囮
年 ■ 5

鶴＄ 指導内容（依頼にこたえるために指灘した内容も含む〉

ＰＣ技術：

Word基礎6件応用1件日cel基礎4件
Access操作4件OutlookExpress操作1件
機関紙福集ソフト１件ＰＣ環境整備（LANウイルス
対策含む）１５件デジカメ指導1件
糒報発信：
ホームページ基礎知議（活用方法と管理責任）
・作成・更新21件
リーフレット作成1件広報一般6件槻関紙作成指灘3件
その他１件

憲曇鯵
鍵

平成15年度及び
エ6年度前期

VPO支援アドバイザー
派泄事業の記録

霧
IⅡ

ｄｌｄ
午Ⅱ

珊１１K痕･』萱1１

組繊ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ：

扇業計画衝作成3件組織運営相麟6件イベント企画・運営2件
法人格取得相麟1件
その他実務：
会計9件データ管理方法（データ集計、データベース橋薬含む）５件

(神戸まちづくり研究所まとめ）

－３－
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～アドバイザーを経験して～

ＩＨＩ■Ｌ

海老名鰻。野の１５】．｡⑨Ｐ理尊｡｡③

私は、メーカーで財務、経理の仕璽をしていました。リタイア後にＮＰＯ法人に

興味を持ち、アドバイザミーに応募しました。孫ﾊ1が決まり、平成]6年５月から、
『l61KH体を担当しました。

あらかじめﾋｱﾘﾝｸﾞで要望穫,,,,いた団体,運出向き↓灘,i,指聯を統勵談した。
１１]には、公1MJ蝿|Alでii榊１１を砿かめたほうがよい性質の相雌を僻ちかけられたことも
あり、しかるべき相談先をお教えして短ｊＭのアドバイスを終了したケースもありま
した。

団体を訪問する際は、まず、スタッフの皆さんと仲良くなろうという気持ちでお

会いします。経済的な基盤がしっかりしている団体、そうでないところ、リギ務所の
印鎮もまちまちでした。しかし総体的にNPOスタッフは、掛け持ちで似の仕１Fをし
ている人が多く、皆多忙の様子。特に杵いボランティアが無償で働いている饗な

どを見ると頭がＦがりました。

｡｡

鍼繭鰯

繍曇麓鰯鰹:騨:麗鷲ｏどを見ると頭がＦがりました。

いて、原則的に指導}､間を廷良することはありません。私

は主に財務や経理について教えましたが、指瀬後、伝えた

内…Ⅱﾙて……ｲ…驍製ﾏﾆひアルを作成して置いてきました。

今…団体胸胤充裏した燕…''１されることを排って⑥いますｂ

軌《研修蝉（ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ雇用議

！
淘老名雁さん（右）と金村正一さん（左】

《ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰと団体のお見合い会

鍛
獄
獄
鐵

～アドバイザー派遣を受けて～

神戸垂水おやこ劇場 浦 千里

私避は過去２回､半年ずつアドバイザー

派辿を受けました，いずれもパソコンの

指導をお願いしました。それまで、仲間

内にワードやエクセルを扱えるスタッフ
はいましたが、ホームページに瀞しい者

がいませんでしたので、アドバイザーさ

んにはホームページの作成更新について

教えていただきました。

単に技術lniで柵輸を受けただけでなく、

課題を投げかけていただくこともありま
した。「保育や行政に郷わっている方々

灘
マ
ッ
チ
ン
グ

侭！

§
、ジ

慨繍、 蝉
鋼

碁
にも興味を織って見ていただけるホームページにするにはどうしたらよいか」ということについて、

膝を突き合わせて話し合ったりしました。派遣された方たちがNPOの内容や迦瞥をよく理解されて
いたので、コミュニケーションはとてもとりやすかったように思います。

完成したホームページを後に1、他の広報活動セミナーで凡てもらう機会がありましたが、miMliが
見扮く内蒋が大変わかり勤いとのMilIIllliを得ました。

派
遣
開
始

、彦

唱｜
ダ

指導j011111を通じて、アドバイザーの方々には義務感に縛られて教えているという堅苦しさがなく、

私達が何回となく初歩的なlir間をくり返しても気軽に対応してくださ',、楽しくも充実したひと時

を排つことができました。時には調子の悪いパソコンのメンテナンスまでしていただいたこともあ
り、盤imlしております。

－４－
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～派遣事業の指導から生まれたもの～

Ｃ

こ

し湾､勲璽零゜鱒
こどもコミュニティケア

｡
末永美紀子・喬

会報の作成作業を通じてパソコンの効率的な操作

から、イベントの企luji迦営方法に至るまで、アドバ

イザーの方には､多岐|蝿腫IMM恢にのっていただ
きました。たとえば会報については、同じ内溶を伝

える場合でも、読み手となる対象者によって表現を

変える麟磐があるのではないかという問題提起があ

り、充分な理解を得るための表現方法を工夫しまし

た。また、内奔は一度に雄り込まずシリーズ化して

もよいというアドバイスをいただき、複数の選択肢

が提示される『１ｺで、考えを煮詰めていくことができ

ました。

アドバイザーさんは、術に、私達の締によく耳

を傾けて、漠然と抱えていたアイデアの問越点を術
摘し、実現への計'1Wを一緒に練ってくださいました．

指導を受けていた頃は企画段階だった「ちっちゃな保育所」がこの４月に実現しました。
－戸建の１階を保育所、２階を戦務所として使い、しょうがいや慢性疾恐を持ったお子さん
もお預かりしています。

「ちっちゃな保育所」のＩ)ii業祝いにiill町段IIMrでご協力をあおぎ大変お世禰になったアド
バイザーさんが干し桃茸の袋を持ってかけつけてくださいました。以前と変わらない細やか
な気通いに感謝すると共に、ルムかい励ましを今後の活動にも繋げていきたいと思っています。

3dKfi息割 戴薫i:《ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ計画案作成アドバイス
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・鮒徴 ｓ Ｓ
～僕のアドバイザー体験～

全村正一

《
課
題
検
証

求人雑誌を見て、非営利って何？と思ったのが、この仕事を始めるきっかけです。

派遣された先の粥務所で、ＨＰを立ち上げたり，ソフトの使い方を指導するのが僕の
仕３１でした。

獄拭拭件《団体ヒアリング鰄織鐵舞》蝿

まず、教科ｉ１ﾄﾞとなる冊子を11＃入していただきました。パソコンの操作を細かくメ
モしてもらうことより、ワードではどういうことができるのか、エクセルではどん
なことができるのがを理解してもらうことを優先しました。
ＨＰ作成においては、－から作る場合と更新だけを指導する場合があります。新し
く作る場合は、まず、絵コンテを識いて、機成や写真や色も含めた完成画面をイメ
ージしてもらいました。指導者と教えられる１Ｍの間で、イメージに差があれば、コ
ミュニケーションをとりながらその差を｣H1めていきました。こちらのアイデアを１１|’
し付けるのではなく、サポートする盗勢で接することをこころがけました。
ｌ〕分より年上の方がほとんどで、どのように諭したらうまく伝わるのか、多少と

まどったこともありました。

訪問を重ね技術を残す過程で、指導分野での自立の導き方が蝶題となりました。

派遣期間を振り返ってみると楽しく、一般の企業では味わえない体験ができて良
かったと思っています。

－５－
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●趣ぼたんの会よりお知らせ
＄

⑬

､「
トークと濡楽の夕べ

すべての地に、新しい陽は昇る！

震災１０周年竹下景子さんをお招きして竹 お招きし
」Ｌ

日時：2005年１月１８日（火）１１１１場17:４５開沈18:３０

会場：神戸新聞松方ホール

第１部コンサート

（ヴァイオリン金関環＆ピアノ高島春樹）
第２部トークショー

（女優竹下景子＆しみん墓金こうぺ理事長黒田裕子）

チケット： 前売り￥2,000当日￥2,500学生￥１１０００
松方ホール友の会会員￥1,800

お問い合わせ先：しみん麩金こうぺ車務局
TELO78-Z30-9774FAXO78-230-97８６

女優竹下景子さん

■■●●●Ｐ己■C■可■●甲ＯＧ●の｡

。◎己□ＤＣ＝ＯＯＯＣ◎合。。｡｡つ｡｡

￣

Ｉ｡

しみん雛金こうべでは、会風の勝概からたただいた金蝿、ilf付金紳を

その離礎として,嫌々な717民活Hillをされておられる団体のためのしみん基金こうぺで

展開中の

リサイクル寄付事業
勢 助成u｢業を腿１１１)してきました。

そして助成事業規模の拡大を念頭ＩこおいたIMilX確保の試みとして、
いりましたが、まだまだ雌たるリサイクル晋f付事業を股附してまいりましたが、まだまだ確たる

実績を残せていないのが現状です。
「手元にあって必鍵のなくなったもの」を「必愛としている人たちのもと」

にお届けする、

この考え方に雑づいて戒ち上げた事雛でございますが，「必鍵としている人たち」
へのチャンネルはl1Mi力蝋者さんたちのご尽力のおかげで1MMliLできたように思われますが、
｢手元にあって必喚のなくなったもの」をお排ちの方々へのチャンネルが不足しているよう
に感じられます。

広く市民の皆様
へのご紹介を

お願いいたします

≦／、

戦笑、協力業者さんにお願いしてチラシの告知をしていただiiI後には、緋Ｍｉな数の寄付の

おI1L出を頂典阯ました。

しかしＬ２１'ﾖ1の告知を行ったのみではその効果は長続きしませんでした。「手元にあって必要の

なくなったもの」を求めている私たちの声が、市民の皆さんに-1..分には届いていないのではないか
と思われます。私たちは、多額の広借宣伝iMtを投入して認知腰の向上を凶る、という風な方法論が
１W:される組縦ではありません。しかしながら、私たちには今までの濡動の中で
噛ってきた余興、'1M係禰の繍械との絆があります。企鍵の論理にあるような即効性を求めては
いけないと筒jlkしつつ、会、、関係新の皆搬に、私たちのリサイクル識付醐瀧のご潤介活助を
粘I,強くjLII11することをお蝋いしたいと考えます｡

皆様はそれぞれにご多忙に身にあられることは-1-分に承知しておりますが、
志のあるところをお含みいただきまして、私たちのリサイクル寄付事業のご紹介活動を

ご腱Ｉ)}】ただけますよう、宜しくお願い致します。

妙
古着リサイクルお問い合わせ先：

電話０７８－７０９－７７９１
（古着｡eチャリティ垂水寄付センター）

家電製品・家具などリサイクルお問い合わせ・受付窓口
電話０７８－２３０－９７７４

（しみん基金こうべ事務局）

：｜
､--1

蜂
：雪

藍

戸Ｉ
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熱助成情報掲示板熱
兵庫県社会福祉懐澱会からf瀞}【をいただ醤ました．

~～NPOパワーアップ事業助成実施のご案内

ひょうごポランタリープうり:では、ＮＰＯについての社会的な認知度と社会的信用を高める
ことを目的として、NPOの積極的な情報公開と、広報．普及啓発活動の強化そして、組織
としてのマネジメント能力の強化を促進するための助成嘉業として、昨年度に引き統さ
「NPOパワーアップ事業助成」を実施します。

募集期間：

対象団体：
平成16年９月１日（水）～平成16年１２月２４日（金）
次の条件をすべて満たす団体
く１＞団体の主たる輌務所が兵庫県内にあること。
＜２＞NPO法人叉はNPO法人に準ずる団体であること。
1頭目５万円（項目の内容については下記参照。各項目１回限り申鯖することが

できますも今年度が初回申舗の場合、５項目のうち3項目以上の
基準を満たした段階で申繭してください。）

＜１＞ITの活用による1鱗H公開
（１）ホームページを開設し、次の項目すぺてを褐戦していること。
①団体の定款叉は会則
②顛業計画・事業報告
③予算・決算

④役災名癖
⑤団体の活動１W報

（２）ひょうごポランタリープラザが迦営する「地域づくり清勁１W報システム
～コラポネット～」に、地域づくり活動登録を行っていること。

＜２＞定期的な機関紙、’1！i報紙の発行
（１）団体の機関紙、愉報紙を年間4回以上（１回につき概ね4ページ以上）

発行していること。

（２）愉報紙,機関紙等を１回につき500部以上発行し、会員以外にも活動
内容を広く発信していること。

＜３＞セミナー、調演会等を通じた団体ミッションの普及啓発取蕊の実施
（１）申臓団体主催のセミナー。漸減会等を年間４回以上閲催し、団体の

ミッションの普及・啓発を図っていること。
（２）参加者は、団体の術成員対象ではなく、広く県民を対象とし、団体

構成員を除く参加者数が80名以上（年間参加者合叶）であること。
＜４＞役職員のスキルアツプのための研修会等への参加

（１）団体のマネジメントに必要なスキルの向上や斑格取偲のために、役
職員を他団体等が実施するセミナー、請演会、見学会へ参加させて
いること。

（２）上記（１）の参加費用叉は資格取得のための受験料として5万円以上
の経貿を団体として負担していること。

＜５＞団体のマネジメント能力向上のための体制整徽
（１）弁賎士、公彫会計士、税理士、社会保険労務±鐸から団体のマネジ

メントに関する指導を受けていること。

（２）上記（１）の指導料、委託料等として、５万円以上の経費を団体とし
て負担すること。

助成金額：

助成項目：

問い合わせ・申請先：ひょうごポランタリープラザ（兵庫県社会福祉協議会）担当：石野･永安
〒650-0044神戸市中央区東川崎町1-1-3神戸クリスタルタワ－１０F

TELO78-360-B845FAXO78-360８８４８

二 -－
-－－－-－－－－－-－--■■■■－－－

iWiUaijl;"例"J6rﾀﾞ“ このページは、いろいろな団体の助成金に関する{ｉＩｊ鶴を
掴iirするコーナーです。Mjl成金広儒の棚jliXをご希望の方は、
しみん鑑金こうべのｉｆ筋府までご一紺くださいへ

巴Ⅱ■

－７－
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１０年目のひとりごと

～防災の「手あて」～鐘
一
躍
鰯

度重なる台風での被害、そして新潟中越地震による被害、被災された方々には心よりお見舞いを

申し上げたい。

日本語では「手」という言葉が本当に多く使われる。少し思い出してみても、「手あて」「てづ

くし」「手厚い」「手をつくす」「手引き」「手だすけ」「手ごたえ」「手伝い」「手直し」等等

.・・・・中でも、「手あて」という言葉に防災のキーポイントがあるように思う。「手あて」だ

けでは、医学的処極なのか､給料なのか、補修なのか、準備なのか、文脈なしでは意味不明かもし

れない。しかし、そのいずれのケースでも真底において「手をあてる」ことこそ最も本質的に必要

なのだということを昔の人々は知っていたのだと思う。実際に手をあててみることでしか、わから
ないものが存在するということではないだろうか。

今回の災害においても、台風による河川堤防決壊による氾濫や、地震による土石流、土砂崩れ等

を見て、事前に「手」をうてなかったものか、危険性のあった地域への「手あて」は充分だったの

か、災害が起こった場合の地域住民への「手あて」は.・・・と思う方は大勢いらっしゃるのでは
ないかと思う。阪神・淡路大霞災を経験した方なら尚更のことではないか。再度.尊い命の犠牲を
前にして、このことを問いかけていかなければならないと思う。災害の予知や防止のための技術が

進歩しても、まだまだ自然界には私たちの計り知れない力が存在する｡であるならば､起こりうる
災害への最大限の「手あて」と不幸にして災書力起きた場合､被害を最小限に止める「手あて」に
｢手」を尽くしておくべきであると思う。震災から１０年､私たちは「胸に手をあてて」防災への

｢手あて」を考える時だと強く感じる。
瀬戸ロ仁三郎
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